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添付文書管理番号 11550Z01

 

**2016 年 06 月改訂(第 3版(新記載要領に基づく改訂)) 

_*2013 年 10 月改訂(第 2版） 

医療機器認証番号 14700BZZ00164000 

 機械器具 51 医療用嘴管及び体液誘導管  

管理医療機器 輸血・カテーテル用ストップコック 35375042 

（輸液ポンプ用ストップコック 35375022） 

 

ＪＭＳ三方活栓  

再使用禁止   

 

【禁忌・禁止】 

 再使用禁止 

 

  【形状・構造及び原理等】 

本体及びコックからなり、混注ポートをキャップで塞いでいる。 

 〈構成(代表例)〉 

  1.スリーバータイプ       2.ワンバータイプ 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

  ・上記構成と当該製品の構成が異なる場合がある。 

**・本品は以下の原材料を使用している。 

部位 原材料 

本体 ポリカーボネート、

ポリプロピレン 

コック ポリエチレン 

キャップ ポリプロピレン 

 

 *〈仕様〉 

項目 性能 

耐圧性 -20～150kPa 

引張強度 15N 

 

  【使用目的又は効果】 

  本品は、輸液セットや輸血セット等のラインにおける液体の流向又

はガスフローを制御するために用いる器具である。輸液ポンプ及び

輸血ポンプを併用するラインに用いる場合がある。 

 

**【使用方法等】 

  1. 輸液セットや輸血セット等との接続 

  (1)包装から本品を取り出します。 

  (2)輸液セットや輸血セット等のオスコネクタ及びメスコネクタと

本品を緩みや外れが生じないようにしっかりと接続します。 

  (3)コックを通液するラインの方向に回します。 

  2. 混注ポートからの混注 

  (1)コックを操作して混注ポートを閉じ、キャップを外します。こ

のとき外したキャップは、汚染のないよう清潔に保ちます。 

  (2)シリンジ又は輸液セットや輸血セット等のルアー部をしっかり

接続した後、コックを操作して混注ポートを開きます。 

  (3)混注後、必要に応じ生理食塩液等でフラッシュを行い、混注ポ

ートを閉じます。 

  (4)キャップを装着します。 

  3. コックの操作方法 
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  (1)スリーバータイプの流路方向(←は流路を示します。) 

  
 

  (2)ワンバータイプの流路方向(←は流路を示します。) 
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  〈使用方法等に関連する使用上の注意〉 

  1. 血管造影等の高圧負荷のかかる用途には使用しないこと。［破損

が生じるおそれがある。］ 

  2. 開封時はキャップの外れや緩みがないことを確認してから使用

すること。 

  3. 本品から薬液等を混注する場合は、空気混入に注意すること。 

  4. 混注ポートより持続投与を行う場合は、オスコネクタがロック

タイプのものを使用すること。［接続部が外れるおそれがある。］ 

  5. 混注ポートにシリンジ等のオスルアーを挿入する場合、挿入前

に混注ポート側の流路を閉じること。［混注ポート内部の薬液が

意図しない方向へボーラス注入されるおそれがある。］ 

  6. 他の医療機器と接続する場合は、次の事項に注意すること。 

  (1)過度な締めつけをしないこと。［接続部が外れない、接続部が破

損するおそれがある。］ 

  (2)テーパ部に薬液等が可能な限り付着しないように注意すること。

[接続部に緩みが生じるおそれがある。] 

  (3)ロックナットがある場合は、ロックナットの傾きや回転不足に

注意し、かん合させること。 

**7. 混注後は必要に応じて生理食塩液等でフラッシュを行うこと。

［薬液の一部が残存するおそれがある。］ 

  8. ワンバータイプを使用する場合は、コックを 180 ﾟ以上回転させ

ないこと。［コックが浮き上がり、液漏れが生じるおそれがあ

る。］ 
  9. コックに対し、引き抜く方向に過度な負荷を加えないこと。［コ

ックが外れ、液漏れが生じるおそれがある。］ 

  10.使用中は本品を患者の下敷きにしないこと。［破損等により、液

漏れや空気混入等が生じるおそれがある。］ 

 

**【使用上の注意】 

  〈重要な基本的注意〉 

  1. 使用中は本品の破損、接続部の緩み及び薬液漏れ等について、

定期的に確認すること。 

**2. 本体がポリカーボネート製のとき、脂肪乳剤及び脂肪乳剤を含

む医薬品、ヒマシ油等の油性成分、界面活性剤又はアルコール

等の溶解補助剤等を含む医薬品を投与する場合及びアルコール

を含む消毒剤を使用する場合は、本体のひび割れについて注意

すること。［薬液により本体にひび割れが生じ、血液及び薬液漏

れ、空気混入等のおそれがある。特に、全身麻酔剤、昇圧剤、

抗悪性腫瘍剤及び免疫抑制剤等の投与では、必要な投与量が確

保されず患者への重篤な影響が生じるおそれがある。なお、ラ

イン交換時の締め直し、過度な締めつけ及び増し締め等は、ひ

び割れの発生を助長する要因となる。］ 

  3. ひび割れが確認された場合は、直ちに新しい製品と交換するこ

と。 

※コックが 45 ﾟの位置で 

 全ての流路を OFF にできます。

キャップ

コック

ロックナット
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  〈不具合・有害事象〉 

  その他の不具合 

     空気混入、漏れ、欠け、外れ、緩み、亀裂 

 

  【保管方法及び有効期間等】 

  〈有効期間〉 

   3 年［自己認証(当社データ)による］ 

   包装の使用期限欄を参照すること。 

 

  【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

   製造販売業者 

   株式会社ジェイ・エム・エス 

   電話番号：082-243-5806 

 


